
＜深谷市奨学資金の経済要件に算入する者の判断基準について＞ 

原則住民票同一世帯内で判断する。（ただし、親権者が単身赴任等の理由により別世帯となる場合は、別世帯であっても判定に加える。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主たる生計維持者：健康保険法第３条第７項で規定する被保険者とする。 

住民票 
同一世帯員 

修学に要する経費の負担を 
求めることが困難な者 
（DV・児童虐待等） 

住民票同一 
世帯員全員 

生計が 
別の方 

いない いない 

いる 同一生計者 
のみ 

一部いる 

生計が 
別の方 

いない 

いる 

住民票同一 
世帯員全員 

（困難な者を除く） 

同一生計者 
のみ 

（困難な者を除く） 
 

未成年後見人 いる 扶養義務 

ある 

未成年後見人 

いない 

主たる 
生計維持者 

主たる生計維持者 
（里親等に養育されている場合は、 

里親以外の主たる生計維持者がいる場合） いる 

生徒本人 

児童相談所⾧・児童福祉施設の⾧・里親など

全員困難な者 

いない 

ない 

未成年後見人 

別紙 


